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このアクションプランに基づいて、各課室は予算要求をします。 
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第１章 アクションプラン策定にあたって 

１ 第７次南知多町総合計画とは 
  本町が目指す将来イメージやそれを実現するための施策などを示した「まちづくり

の指針」となる最も重要な計画であり、「基本構想」「アクションプラン」の２つで構

成されます。 

【総合計画の構成】 

基

本

構

想

（
前
期
計
画
４
年
間
）

将 来 

イメージ 

絆・選ばれる理由があるまち 

～ Bonding , reason to be chosen ～ 

基本理念 暮らし続けられるまちを”あなた”とつくる 

基本目標 

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 
行財政 

マネジメント 地域で育む 

ひとづくり 

地元をにぎわす 

しごとづくり

安心できる 

まちづくり 

基本施策 
２５の基本施策 

1-1～1-7 2-1～2-7 3-1～3-7 4-1～4-4 

重点政策１ 子育て支援と教育の充実 

重点政策２ 産業の活性化と雇用の確保 

重点政策３ 定住支援 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（
毎
年
度
更
新
）

実施計画 
重点政策に位置付けられる主要事業 

（翌年度以降３か年の行動計画） 

業務改善 

推進計画書 

行財政マネジメントにおける業務改善推進計画 

（業務改善の取組）

事業評価 
予算科目ごとの事業評価 

（事務事業のＰＤＣＡサイクル）

施策評価 
各基本施策の進行具合をチェックするシート 

（基本構想の進捗管理と町民評価） 

用語の解説 

 基本構想：町が実施する施策や事業の計画で、本町では基本計画、総合戦略を兼ねる。 

  将来イメージ：将来も「こうあってほしい」と共有する本町の姿。 

  基本理念：将来イメージを実現するためのまちづくりの基本的な考え方。 

 基本目標：将来イメージの実現をするためのまちづくりの基本的な目標。 

  基本施策：将来イメージの実現のために町が継続して取組む施策をまとめたもの。 

  重点政策：将来イメージの実現に向けて優先的に取り組まなければならない政策。 

 アクションプラン：基本構想を具現化するための具体的な事業の実施計画。 

  実施計画：重点政策に基づいて、本町が実施する主要事業の３か年の行動計画。 

  業務改善推進計画書：行財政マネジメントにおける業務改善の取組計画。 

事業評価：予算科目に紐づく事業の実施行程～評価・改善までの流れ。 

  施策評価：基本施策の指標管理及び町民評価の把握。 
※町民（職員）意識調査結果：アンケート調査による町民ニーズ等の分析（資料編に掲載）。
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２ アクションプラン策定の趣旨 
  将来イメージ「絆・選ばれる理由があるまち」を実現するため、基本理念「暮らし

続けられるまちを“あなた”とつくる」に沿って、分野別の基本目標・基本施策に分

類されるすべての事業のうち、重点政策に位置付けられる主要な事業の具体的な内容、

時期、コスト等を明らかにした実施計画をもとに、効率的かつ効果的な行財政運営の

指針とするものです。 

【まちづくりの施策とアクションプランの体系図】 

将来
ｲﾒｰｼﾞ

基本
理念

基本
目標

1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 1-7 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 2-7 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-6 3-7 4-1 4-2 4-3 4-4

地
域
で
大
切
に
す
る
子
育
て
環
境

次
代
の
担
い
手
を
育
む
教
育
環
境

生
涯
通
じ
て
取
り
組
む
健
康
づ
く
り

個
性
を
活
か
す
障
が
い
者
福
祉

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
長
寿
社
会

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
ひ
と
づ
く
り

郷
土
愛
、

つ
な
が
り
を
育
む
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ

豊
か
な
海
と
産
物
を
活
か
し
た
水
産
業

豊
か
な
農
地
と
産
物
を
活
か
し
た
農
業

新
た
な
魅
力
や
価
値
を
生
み
だ
す
商
工
業

何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
観
光
・
交
流

新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
創
る
起
業
支
援

価
値
あ
る
産
業
を
残
す
事
業
承
継
支
援

働
く
環
境
づ
く
り

ま
ち
と
命
を
守
る
防
災

つ
な
が
り
を
活
か
し
た
交
通
安
全
と
防
犯

資
源
を
活
か
す
土
地
利
用

安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
公
共
交
通

多
様
性
を
認
め
、

共
に
支
え
合
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

心
と
体
安
ら
ぐ
自
然
・
住
環
境

職
員
の
成
長
と
や
り
が
い

業
務
の
高
度
化
、

効
率
化

町
民
の
満
足
度
向
上

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

暮らし続けられるまちを”あなた”とつくる

絆・選ばれる理由があるまち

子育て支援と教育の充実

産業の活性化と雇用の確保

地域で育む
ひとづくり

定住支援

基本
施策

重点
政策

地元をにぎわす
しごとづくり

安心できる
まちづくり

行財政
マネジメント

基本構想を具体化 

実施 

計画 

主要 

事業 

重点政策Ⅰ 「子育て支援と教育の充実」を推進する事業 

重点政策Ⅱ 「産業の活性化と雇用の確保」を推進する事業 

重点政策Ⅲ 「定住支援」を推進する事業 

業務 

改善 

推進 

計画 

業務改善

の取組 

推進事項 「挑戦できる組織づくり」 

推進事項Ⅱ  「デジタル化・DXの推進」 

推進事項Ⅲ  「公共施設・サービスの推進」 

推進事項Ⅳ  「持続可能な財政基盤の構築」 

事業 

評価 

全ての 

事業 

予算科目に紐づく各課が実施する事業

総務課 
防災危機 

管理室 

企画 

財政課 

産業 

振興課 

住民 

福祉課 

健康 

介護課 

議会 

事務局 
会計課 

学校給食 

センター

税務課 
まちづくり 

推進室 建設課 水道課 
保険 

年金室 

健康 

子育て室 
環境課 

学校 

教育課 

社会 

教育課 
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３ アクションプランの概要 
（１）アクションプランとは  

基本構想を実現するための重点政策に位置付けられる「主要事業」の実施行程

などをまとめたもの。毎年度、進捗管理し、新しい要素を加えたり、見直しを行

ったりすることで、柔軟な町政運営の推進を図ります。 

（２）計画期間 

    令和３年度を初年度とする令和１４年度までの１２年間で、第１期から第１２

期アクションプランとして、毎年度更新します。アクションプランの実施計画期

間は３年とし、評価委員会の結果や財政状況を踏まえ、毎年度、見直しするもの

です。 

 【アクションプランの計画期間】 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 
10

期 

11

期 

12

期 

Ｒ3 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 

策定 

● 

見直し 

● 
見直し 

● 
見直し 

● 

見直し 

● 
見直し 

● 
見直し 

● 
見直し 

● 

見直し 

● 
見直し 

● 
見直し 

● 
見直し 

● 

（３）アクションプランの構成 

   アクションプランは、以下の４つで構成されています。  

重点政策に位置付けられる主要事業の３か年計画

主要事業（５０事業程度）
実施計画書

行財政マネジメントにおける業務改善の取組計画

業務改善を推進するための部会を組織

業務改善

推進計画書

予算科目ごと実施する事業評価（ＰＤＣＡサイクル）

各課が実施する全事業（２００事業程度）
事業評価書

基本施策の進捗管理を行うためのチェックシート

２１の基本施策＋４つの行財政マネジメント施策評価書
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行財政 
マネジメント

４ 重点政策とは 
（１）重点政策の設定と考え方   

２５の基本施策は、町が継続的に実施する施策を示しており、本来、全ての施策

が“重点政策”ということになりますが、現在の一層厳しさを増している行財政状

況では、まんべんなくあらゆる項目を対象とした施策を推進した場合、あまり効果

が見えてこない、結果として町民の満足度が得にくい行政を進めることになります。 

そのため、早期に人口の安定化を図り、町民生活及び行財政の持続可能性を確保

していくため、２５の基本施策の全てが横断的に連携し取り組んでいく「重点政策」

として、「子育て支援と教育の充実」、「産業の活性化と雇用の確保」、「定住支援」の

３本を位置づけ、優先順位を定めて実施していきます。 

  【重点政策の実行体系】

（２）重点政策の実行 

   重点事業として選定し、実施計画書に記載した事業は、優先的に予算を配分し、

行政の縦割りの壁を越えて様々な部署が連携して政策的に実施していきます。 

安心できる 
まちづくり

地元をにぎわす
しごとづくり

地域で育む 
ひとづくり

子育て世代の不安や不満を緩和し、地域ぐるみで子育て世代を支援
する、豊かな自然環境など地域資源を活かした子育て環境づくりを
目指します。

重点政策② 産業の活性化と雇用の確保 

重点政策① 子育て支援と教育の充実 

２５の基本施策

就業をきっかけとした人口流出を防ぐとともに、人口減少下でも維
持・発展していくため、産業の活性化と雇用の確保を目指します。 
また、仕事により町のにぎわいが生み出されることを目指します。

重点政策③ 定住支援 

町民や移住希望者が住み続けたいと思えるような、住居、インフラ、
生活環境、コミュニティ等、安心して暮らせるまちづくりを目指し
ます。

アクションプランの実施計画書にて具体化 

対応すべき課題 とるべき戦略

・人口減少 
の抑制 

・少子化 
への対応 

・人口流出 
への対応 

・高齢化社会 
への対応 

・町民所得 
の向上 

・子育て世代の 
居住と就業促進 

・高齢者の就業促進
と生活の確保 

・地域内経済循環を
拡大する「地消地
産」 

・訪日外国人観光客
による「インバウ
ンド」消費の促進

・都会にはない魅力
を提示する就業と
生活モデルの創造

・人口減少と高齢化
が進む地域だから
こその「一歩進ん
だ」まちづくり 

全てが連携して実施 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

このアクションプランに基づいて、各課室は予算要求をします。 

町の財政状況等により不採択、次年度以降先送りとなる事業もありますの 

で、ご理解をお願いします。 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
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５ アクションプランの進行管理 
（１）アクションプランの推進体制 

アクションプランの進行管理のため、ＰＤＣＡを回して取組みの成果検証を行い、
検証に基づく項目の見直しや改善を行います。毎年度見直しすることで、アクショ
ンプランを進化させ、予算編成や組織改編に反映することによって、総合計画の実
効性をさらに高めていきます。 

（２）アクションプランの四半期スケジュール 

【アクションプラン策定～ＰＤＣＡの流れ】 

行財政運営におけるＰＤＣＡ 

① 町民意識調査 
ＫＰＩを算出し、施策評価書に反映 

●町民モニター調査※任期５年100名 

●一般意識調査※インターネット調査 

② 職員意識調査 ※役場職員 

⑤ 総合計画評価委員会 
アクションプラン（案）の説明及び意見

交換・事業提案等 

⑧ 予算要求 

⑨ 予算査定

⑩ 予算議決・公表 

⑦ アクションプラン公表 

⑪ 各課室における事業実施・ 

業務改善の取組 

⑥ 町長ヒアリング

アクションプラン
見直し・改善

③ 事業評価の実施 

④ 実施計画の作成

Plan
計画 

Action
改善 

町
民
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク

Do
実施 

Check
評価 

第４四半期（１月～３月）

⑩ 次年度予算議決・公表

第３四半期（10月～12月）

⑧ 次年度予算要求 ⑨ 次年度予算査定

第２四半期（７月～９月）

⑤ 総合計画評価委員会 ⑥ 町長ヒアリング ⑦ アクションプラン公表

第１四半期（４月～６月）

① 町民意識調査 ② 職員意識調査 ③ 事業評価 ④ 実施計画

⑪

各
課
室
に
お
け
る
事
業
実
施
・
業
務
改
善
の
取
組
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６ 総合計画の管理指標 
（１）進行管理に指標が必要な理由 

   ・進むべき方向や目標が共有できる 

   ・客観性が担保され、判断材料として使いやすい 

   ・目標達成までの進行管理がしやすい 

（２）指標設定の考え方 

    より効果的・効率的に総合計画を推進するため、総合計画の成果を測る各指標

（ＫＧＩ・ＫＰＩ）を設定するとともに、計画期間における目標値を定めていま

す。 

種類 指標の説明 

将来
イメージ

ア 
目標指標 

（ＫＧＩ） 

人口ビジョンに基づいて、将来の人口減少を抑制させるための

目標数値として設定。 

令和３０年時点で概ね１万人の人口を維持すべき出生数７５人 

基本 

目標 
イ 

管理指標① 

（ＫＰＩ） 

３つの基本目標に対して、 

町民意識調査による「満足度」「認知度」「貢献度」を 

数値（ポイント）化したもの 

基本 

施策 

ウ 

エ 

管理指標② 

（ＫＰＩ） 

２１の基本施策に対して、 

町民意識調査による「重要度」及び「満足度」を 

数値（ポイント）化したもの 

４つの行財政マネジメントに対して。 

職員意識調査による「実感度」を 

数値（ポイント）化したもの 

重点 

政策 
オ 

管理指標③ 

（ＫＰＩ） 

３つの重点政策の進捗を確認する毎年度の目標値 

（指標の進捗を確認することによって、運用面の改善を進めて

いくことが重要） 

用語の解説 

管理指標とは・・・総合計画の進み具合をチェックするための目じるしとなるもの。 

ＫＧＩとは・・・Key Goal Indicator（キーゴールインディケーター）を省略し 

たもので、一般的に日本語では「重要達成目標指標」と言われ、本町 

の総合計画では、人口減少を抑制させるための「目標数値」となりま 

す。 

ＫＰＩとは・・・Key Performance Indicators（キーパフォーマンスインディケータ 

ーズ）を省略したもので、一般的に日本語では「重要業績管理指標」 

と言われ、総合計画の達成度を把握し評価するための「管理指標」 

となります。 
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ア 目標指標（ＫＧＩ）
町民生活を将来にわたり持続可能なものとしていくためには、少子化、人口流

出、高齢化に対応し、将来の人口減少を抑制し、行財政の持続可能性を確保してい

くことが必要となります。そのため、これらの課題に向き合い、解決に向けまちづ

くりに取り組んでいくために目指すべき指標として、目標指標（ＫＧＩ）を設定し

ました。 

出生数の向上には、若年層の転出の抑制と転入の増加、出生率の向上など、人口

の安定化に必要な多くの要素が関わっています。これらの要素を向上させるには、

子育て支援だけでなく、仕事、住環境など、様々な観点から魅力あるまちづくりが

必要となります。 

そのため、重点政策に基づいて、基本施策の全てが横断的に連携し、取り組めて

いるかを測るため、ＫＧＩの達成状況を毎年確認します。 

【目標指標（ＫＧＩ）】 

令和３０年時点で概ね10,000人の人口を維持するために、総合計画終了（令和１

４年度）時点で維持すべき出生数として、目標数値を７５人とします。 

R１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 
Ｒ14 

目標値 

６７ 
人 

５０ 
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 

７５ 
人 

△１３ △25            － 

イ 基本目標の管理指標（ＫＰＩ） 
まちづくりは、町民、企業、関係団体、その他多くの人々がそれぞれの取り組みに

ついて知り、積極的に関わり、可能な範囲で貢献し、それらの活動によって満足度を

高めていくことが重要です。 

そのため、町民意識調査により３つの基本目標を構成する２１の基本施策に対し、

重要度、認知度、満足度、貢献度を測り、これらを総合して数値化したものを、総合

計画全体を評価する指標として、基本目標の評価指標（KPI）として、次のとおり設

定し、毎年確認します。 

管理指標（ＫＰＩ）＝ ひとづくり指標、しごとづくり指標、まちづくり指標 

指標名 
現状値 

（R2） 
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 目標値 

ひとづくり指標 ８５ ８２ ９５ 

しごとづくり指標 ７７ ７９ ９１ 

まちづくり指標 ８７ ８５ ９５ 
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【現状値の計算方法】 

町民意識調査結果から認知度、満足度、貢献度を計算します。いずれも、全回答者

のうち１～３を回答した方の割合を測ります。ここでは全ての方にまちづくりに参加

してもらいたいという趣旨から、全回答者を対象とします。 

例）全回答者100人 

うち認知度１～３を回答した回答者 70人 → 満足度70 

満足度１～３を回答した回答者 40人 → 認知度40 

 貢献度１～３を回答した回答者 60人 → 貢献度60 

認知度、満足度、貢献度すべてをまとめて１つの指標で表現するため、次のよう

な形で基本目標を計算します。 

  例）仕事づくり指標＝ 0.3×認知度 ＋ 0.4×満足度 ＋ 0.3×貢献度

→0.3×認知度70＋0.4×満足度40＋0.3×貢献度60 ＝ 55 ポイント 

※認知度、満足度、貢献度共に同一基本目標内の施策平均を使用します。 

【目標値の計算方法】 

（ア）原則として全ての基本目標において「認知度」「満足度」「貢献度」を現状値から

９５ポイントに上昇させる。 

（イ）９５ポイントに達するのに現状値から２０％以上の上昇が求められる場合（＝現

状値：７９ポイント以下）、現状値＋２０％を目標数値とする。 

例）現状値：７５ポイント → 目標値：９０ポイント 

（ウ）上記を踏まえ、各項目に所定の重みづけを行った合計点を目標数値とする。例）

認知度：95ポイント×0.3＋満足度95ポイント×0.4＋貢献度90ポイント×

0.3＝93ポイント 

＜考え方＞ 

・総合計画全体を評価する指標においては、満足度に加えて、認知度、貢献度につ

いても数値化し、重みづけの上、KPI を算出しています。 

・満足度においては（２）①において「概ね９割強の人が満足している状態を目指

す」としているところ認知度、貢献度においても同様に９割強の人が認知、ある

いは貢献している状態（＝「知らない」「やってみたくない」と答えた人が５％以

下）の状態を目指して目標数値を設定します。 

・（２）①と同様に一年で５％以上（４年で２０％以上）の数値の向上は現実的でな

いことから、９５ポイントに到達するのに現状値から２０％以上の向上が求めら

れる指標については、現状値から２０％の向上を上限として目標数値を設定しま

す。 
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ウ 基本施策の管理指標（KPI） 
  基本目標のKPI の向上を通じて、多様な人々がつながり、選ばれるまちづくりを

目指します。さらに、２１の基本施策及びでは、町民意識調査による満足度をKPI

として設定し、毎年度測定することで、基本目標の達成に向け、各施策の課題を把

握し改善を図っていきます。 

管理指標（ＫＰＩ）＝ 町民意識調査による満足度 

指標名 
現状値 

（R2）
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 目標値 

1-1 
地域で大切にする子育て

環境 
８９ ７８ ９５ 

1-2 
次代の担い手を育む教育

環境 
８６ ７４ ９５ 

1-3 
生涯通じて取り組む健康

づくり 
８９ ８０ ９５ 

1-4 
個性を活かす障がい者福

祉 
８５ ８７ ９５ 

1-5 
安心して住み続けられる

長寿社会 
８８ ８５ ９５ 

1-6 
豊かな自然を活かしたひ

とづくり 
８４ ７８ ９５ 

1-7 
郷土愛、つながりを育む

文化・スポーツ 
７９ ８５ ９５ 

2-1 
豊かな海と産物を活かし

た水産業 
８４ ８０ ９５ 

2-2 
豊かな農地と産物を活か

した農業 
７９ ８０ ９５ 

2-3 
新たな魅力や価値を生み

だす商工業 
８４ ８１ ９５ 

2-4 
何度も訪れたくなる観

光・交流 
８２ ８４ ９５ 

2-5 
新たなチャレンジを創る

起業支援 
７４ ８０ ８９ 

2-6 
価値ある産業を残す事業

承継支援 
７７ ７４ ９３ 

2-7 働く環境づくり ８１ ８２ ９５ 

3-1 まちと命を守る防災 ８５ ８７ ９５ 

3-2 
つながりを活かした交通

安全と防犯 
９０ ８５ ９５ 

3-3 資源を活かす土地利用 ７４ ７７ ８９ 

3-4 
安心な暮らしを支えるイ

ンフラ 
８８ ８４ ９５ 

3-5 
暮らしを支える地域公共

交通 
７６ ７７ ９１ 

3-6 
多様性を認め、共に支え

合うコミュニティ 
８４ ７９ ９５ 

3-7 
心と体安らぐ自然・住環

境 
８２ ８５ ９５ 
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【現状値の計算方法】 

まず、町民意識調査の全回答者のうち、①重要度で１～３を回答した回答者を測定

の対象とします。 

測定対象者のうち、③満足度について、１～３を回答した方の割合を測ります（＝

不満足と回答していない人の割合）。 

例）全回答者100人 

うち重要度１～３を回答した測定対象者80人 

測定対象者のうち、質問４（満足度）で１～３を回答した方48人 

⇒ 満足度 48人÷80人＝60ポイント 

【目標値の計算方法】 

（ア）原則として全ての施策においてKPI 指標値を現状値から９５ポイントに上昇さ

せる。 

（イ）９５ポイントに達するのに現状値から２０％以上の上昇が求められる指標の場

合（＝現状値：７９ポイント以下）、現状値＋２０％を目標数値とする。 

  例）現状値：７５ポイント → 目標値：９０ポイント 

＜考え方＞ 

 ・第 7次総合計画におけるKPI 設定の考え方では町民の方の満足度の質を高めて

いくことも大切にしながらも、現在不満足と感じている人の割合を減らしてい

くことにより重点を置いています。 

・このため、町民意識調査において、当該施策について「重要」「ある程度重要」

「少しは重要」と回答した人のうち、概ね９割強の人が満足している状態（＝

不満足と答えた人が５％以下）の状態を目指して、目標数値を設定します。 

・なお、一般的に一年で５％以上（４年で２０％以上）の数値の向上は現実的で

ないことから、９５ポイントに到達するのに現状値から２０％以上の向上が求

められる指標については現状値から２０％を上限として目標数値を設定しま

す。 
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エ 行財政マネジメントの管理指標（KPI） 
  厳しい財政状況が続く中で、将来イメージを実現するためには、行政の縦割りの

壁を越え、多くの政策分野を横断的に取り組み、様々な部署が連携するだけでな

く、地域や民間の活力を活用するなど、従来の行財政マネジメントを革新していく

ことが求められます。 

そのため、町民意識調査と同様に、町職員に対しても職員意識調査を実施し、職

員の自己目標の達成度と、町の取り組みに対する実感度を毎年度確認します。 

評価指標（ＫＰＩ）＝ 職員意識調査による実感度 

指標名 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 目標値 

4-1 職員の成長とやりがい ８７ ８５ ９５ 

4-2 業務の高度化、効率化 ８９ ９２ ９５ 

4-3 町民の満足度向上 ８４ ９０ ９５ 

4-4 持続可能な行財政運営 ８４ ９２ ９５ 

【現状値の計算方法】 

職員意識調査の全回答者のうち、①実感度について、１～３を回答した方の割合を

測ります（＝実感できないと回答していない人の割合）。 

例）全回答者100人 

うち実感度１～３を回答した測定対象者80人 

⇒ 実感度 80人÷100人＝80％ 

【目標値の計算方法】 

（ア）原則として全ての施策においてKPI 指標値を現状値から９５ポイントに上昇さ

せる。 

（イ）９５ポイントに達するのに現状値から２０％以上の上昇が求められる指標の場

合（＝現状値：７９ポイント以下）、現状値＋２０％を目標数値とする。 

  例）現状値：７５ポイント → 目標値：９０ポイント 

＜考え方＞ 

 ・第 7次総合計画におけるKPI 設定の考え方では職員の実感度の質を高めていく

ことも大切にしながらも、現在実感できないと感じる職員の割合を減らしてい

くことにより重点を置いています。 

・なお、一般的に一年で５％以上（４年で２０％以上）の数値の向上は現実的で

ないことから、９５ポイントに到達するのに現状値から２０％以上の向上が求

められる指標については現状値から２０％を上限として目標数値を設定しま

す。 
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オ 重点政策の管理指標（KPI） 

（１）子育て支援と教育の充実 

子育て世代の不安や不満を緩和し、地域ぐるみで子育て世代を支援する、子育て環

境づくりを目指します。 

・希望の保育所に入所している乳・幼児の割合 

基準値(Ｒ１) 実績値(Ｒ２) 実績値(Ｒ３) 実績値(Ｒ４) 実績値(Ｒ５) 目標値(Ｒ６) 

１００％ １００％ ％ ％ ％ １００％ 

－ →     

備考      

・一時保育の申込みに対する利用率

基準値(Ｒ１) 実績値(Ｒ２) 実績値(Ｒ３) 実績値(Ｒ４) 実績値(Ｒ５) 目標値(Ｒ６)

１００％ １００％ ％ ％ ％ １００％ 

－ →     

備考      

・放課後児童クラブの申込みに対する充足率

基準値(Ｒ１) 実績値(Ｒ２) 実績値(Ｒ３) 実績値(Ｒ４) 実績値(Ｒ５) 目標値(Ｒ６)

８４％ １００％ ％ ％ ％ １００％ 

－ 

備考      

・赤ちゃん訪問の実施率

基準値(Ｒ１) 実績値(Ｒ２) 実績値(Ｒ３) 実績値(Ｒ４) 実績値(Ｒ５) 目標値(Ｒ６)

１００％ ９８％ ％ ％ ％ １００％ 

－ 

備考 

新型コロナウ

イルスの影響

により辞退者

があったため 
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（２）産業の活性化と雇用の確保 

就業をきっかけとした人口流出を防ぐとともに、人口減下でも維持・発展していく

ため、地位以内経済の循環の拡大を推進するとともに、産業の活性化と雇用の確保を

目指します。 

・新規漁業就業者数 

基準値(Ｒ１) 実績値(Ｒ２) 実績値(Ｒ３) 実績値(Ｒ４) 実績値(Ｒ５) 目標値(Ｒ６)

９人／年 ８人／年 人／年 人／年 人／年 ９人／年 

－ 

備考      

・新規農業就業者数

基準値(Ｒ１) 実績値(Ｒ２) 実績値(Ｒ３) 実績値(Ｒ４) 実績値(Ｒ５) 目標値(Ｒ６)

２人／年 １人／年 人／年 人／年 人／年 ２人／年 

－ 

備考      

・観光客数

基準値(Ｒ１) 実績値(Ｒ２) 実績値(Ｒ３) 実績値(Ｒ４) 実績値(Ｒ５) 目標値(Ｒ６)

２７８．５

万人／年 

２０４．４ 

万人／年 
人／年 人／年 人／年 

２８０ 

万人／年 

－ 

備考      

・商工会会員数

基準値(Ｒ１) 実績値(Ｒ２) 実績値(Ｒ３) 実績値(Ｒ４) 実績値(Ｒ５) 目標値(Ｒ６)

１，１０１ 

事業者 

１，０８８

事業者 
事業者 事業者 事業者 

１，１０１

事業者 

－ 

備考      
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（３）定住支援 

町民や移住希望者が住み続けたいと思えるような、インフラ、生活環境、コミュニ

ティ等、安心してくらせるまちづくりを目指します。 

・空き家バンク相談件数 

基準値(Ｒ１) 実績値(Ｒ２) 実績値(Ｒ３) 実績値(Ｒ４) 実績値(Ｒ５) 目標値(Ｒ６)

４３件／年 ６８件／年 件／年 件／年 件／年 ５６件／年 

－ 

備考      

・空き家バンク契約件数 

基準値(Ｒ１) 実績値(Ｒ２) 実績値(Ｒ３) 実績値(Ｒ４) 実績値(Ｒ５) 目標値(Ｒ６)

９件／年 １１件／年 件／年 件／年 件／年 １４件／年 

－ 

備考      

・空き家バンク移住者数 

基準値(Ｒ１) 実績値(Ｒ２) 実績値(Ｒ３) 実績値(Ｒ４) 実績値(Ｒ５) 目標値(Ｒ６)

１４人／年 ６人／年 人／年 人／年 人／年 １７人／年 

－ 

備考      

・コミュニティバス利用者数 

基準値(Ｒ１) 実績値(Ｒ２) 実績値(Ｒ３) 実績値(Ｒ４) 実績値(Ｒ５) 目標値(Ｒ６)

１９．８ 

万人／年 

１８．５ 

万人／年 
人／年 人／年 人／年 

２０ 

万人／年 

－ 

備考      
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７ アクションプランの見方 
 次章以降から続く、第２章 実施計画書、第３章 業務改善推進計画書、第４章 事業

評価書、資料編 町民(職員)意識調査結果の内容を集約してまとめたシートが第５章 施

策評価書となります。この施策評価書を使って進捗管理を行います。 

第５章 施策評価書(P.284～)
基本施策に、①基本施策 ②予算事業 ③ニーズ等の把握 ④KPI の進

捗管理をまとめたシート。評価委員会は、主にこのシートを使って意見交

換を行います。 

また、各担当課はこのシートを元に事業の見直し、改善に努めます。 

１．現状と課題 

２．目指すべき将来像 

３．将来像の実現に向けて 

５．地域との協働に関する取組状況 

（５．行財政マネジメントにおける 

業務改善推進計内容） 

６．町民意識調査によるニーズ等 

４．主な予算事業 ７．管理指標（ｐｔ） 

８．評価委員会の総合評価 

第７次南知多町総合計画 

基本構想(本誌) 

基本施策1-1～3-7 

行財政マネジメント4-1～4-4 

の各ページから抜粋して記載。 

第１章 実施計画書(P.3～)

各基本施策に関連する予算事業のう

ち、重点政策に位置づけられる主要事

業となる事業。 

社会情勢、町民意識調査によるニーズ

等を踏まえて選定。 

第４章 事業評価書(P.102～)

各基本施策に関連する主な予算事業

の行政評価（ＰＤＣＡサイクル） 

各事業評価書は、アクションプラン掲

載年度の前年度評価を掲載。 

町民意識調査結果(資料編) 

町民意識調査で回答いただいた自由

意見等を抜粋して記載。 

町民意識調査結果(資料編) 
町民意識調査による満足度(KPI) 

職員意識調査結果(資料編) 
職員意識調査による実感度(KPI)

評価委員会実践マニュアル(別冊)

評価委員会にて、評価基準による評価結果

や意見交換でいただいたご意見を参考に

町長ヒアリングを実施。 

第３章 推進計画書(P.89～) 

職員意識調査結果を踏まえ、業務改

善の推進計画を記載。 推進計
画書

実施計
画書

事業評
価書
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